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1．はじめに

本年１月１７日に決定した中央教育審議会答申

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領の改善について」（以下，

「答申」という）は，普通教科「情報」を高校生

にとって必要最低限な知識・技能と教養を身に付

けさせる教科と位置付け，引き続きすべての高校

生に学ばせる必履修教科とした。同時に答申は，

普通教科「情報」について，高等学校に入学して

くる生徒の知識・技能に大きな差が見られること

などを踏まえ，義務教育段階における指導内容を

見通した検討を含め，その内容の改善を図る必要

があると指摘している。また，専門教科「情報」

についても答申は，職業教育の一翼を担う専門教

科として位置付け，引き続き将来のスペシャリス

トの育成という観点から，情報にかかわる専門分

野の基礎的・基本的な知識・技術及び技能を身に

付けるための教育とともに，社会に生き，社会的

責任を担う職業人としての規範意識や倫理観等を

醸成し，豊かな人間性の涵養等にも配慮した教育

を行うとした。現在，両教科とも答申の趣旨を踏

まえて，内容等の検討を行っているところであ

る。今回の学習指導要領の改訂は，学校教育法に

おいて小学校，中学校及び，高等学校の各学校段

階で行われる普通教育の中で達成すべき目標の１

つとして，情報について基礎的な理解と技能を養

うことを学校教育法で明文化した１）下で行われる

はじめてのものである。

そこで本稿では，これらのことを踏まえ，新学

習指導要領における情報教育の位置付け，普通教

科「情報」及び専門教科「情報」の改善の方向性

等について解説を加えることにする。

2．情報教育の位置付け

答申は，各学校段階における情報教育の位置付

けについて次のように述べている。

○小学校段階では，各教科等において，コンピュ

ータや情報通信ネットワークなどの積極的な活

用を通じて，その基本的な操作の習得や，情報

モラル等に係わる指導の充実を図る。

○中学校段階では，各教科等において，小学校段

階の基礎の上に，コンピュータや情報通信ネッ

トワークなどを主体的に活用するとともに，情

報モラル等に関する指導の充実を図る。

○高等学校段階では，各教科等において，小学校

及び中学校段階の基礎の上に，コンピュータや

情報通信ネットワークなどを実践的に活用する

とともに，情報モラル等についての指導の充実

を図る。

学校種ごとのコンピュータや情報通信ネットワ

１）学校教育法第２１条
義務教育として行われる普通教育は、教育基本法第５条第２
項に規定する目的を実現するために，次に掲げる目標を達成
するように行われるものとする。
４ 家族と家庭の役割，生活に必要な衣，食，住，情報，

産業その他の事項について基礎的な理解と技能を養う
こと。

新学習指導要領への展望
～現行学習指導要領からの改善点～
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ークの活用をそれぞれ「積極的」，「主体的」，「実

践的」というキーワードで表現するとともに，基

本的な操作の習得や情報モラル等に関する指導に

ついては特出しし，その充実を求めている。

答申の趣旨を踏まえて，３月２８日に告示された

小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領は，

情報教育にかかわる総則の記述を次のように改め

ている。

○小学校学習指導要領案：総則

各教科等２）の指導に当たっては，児童がコン

ピュータや情報通信ネットワークなどの情報

手段に慣れ親しみ，コンピュータで文字を入

力するなどの基本的な操作や情報モラルを身

に付け，適切に活用できるようにするための

学習活動を充実するとともに，これらの情報

手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教

材・教具の適切な活用を図ること。

○中学校学習指導要領案：総則

各教科等３）の指導に当たっては，生徒が情報

モラルを身に付け，コンピュータや情報通信

ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体

的，積極的に活用できるようにするための学

習活動を充実するとともに，これらの情報手

段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・

教具の適切な活用を図ること。

総則の記述の中で，基本的な操作や情報モラル

を身に付ける指導が明記されたことや情報手段を

適切に活用できるようにするための学習活動の充

実を特出ししたが，これは前述した改訂学校教育

法の趣旨に沿ったものであり，今回の改訂で新た

に書き加えられたものである。小学校，中学校及

び，高等学校を通して体系的・系統的に行われる

ことが強く求められている情報教育を推進するに

当たって，重要な意味を持つ改善点である。現在，

高等学校の総則についても，答申の趣旨を踏まえ

て検討しているところである。

3．人材育成の２重構造

現行の学習指導要領は，情報にかかわる人材を

育成するために横と縦の２方向の構造を持ってい

る（図１参照）。

横の構造とは，すべての国民が等しく身に付け

ることが求められている必須の素養としての情報

活用能力をはぐくむ教育のことである。この教育

を担保しているのが小学校，中学校及び高等学校

において行われている情報教育であり，特に，中

学校では技術・家庭科技術分野が，高等学校では

普通教科「情報」が中核的に担っている。普通教

科「情報」が必履修でなければならない理由がこ

こにある。また，縦の構造とは，将来のスペシャ

リストとして情報産業を支えるとともに，その形

成に寄与できる人材をはぐくむ教育のことであ

る。情報の各分野にかかわる専門性のピークをよ

り高める教育である。この教育を担保するのが専

門教科「情報」である。現行の学習指導要領は，

普通教科「情報」と専門教科「情報」を教育課程

に配置・実施することによって，情報にかかわる

人事育成の教育を担わせている。学習指導要領が

教科「情報」に担わせている教育課程上の２重構

造と理念は，新しい学習指導要領にも引き継がれ

る。

4．普通教科「情報」の方向性

普通教科「情報」のねらいは，義務教育の成果

を踏まえ，情報教育の目標の３つの観点（情報活

２）各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活
動をいう。

３）各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特別活動をいう。 図１ 学習指導要領の縦横構造
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用の実践力，情報の科学的な理解，情報社会に参

画する態度）のうち「情報活用の実践力」をより

一層深化・定着させるとともに「情報の科学的な

理解」と「情報社会に参画する態度」を育成する

ことにある。このねらいは，新学習指導要領でも

引き続き受け継がれる。また，情報の科学的な理

解が効率的な情報活用の実践につながり，情報活

用の実践を多く行い具体例を豊富に持つことが情

報の科学的な理解を促進する。また，「情報社会

に参画する態度を身に付けることが適正な情報活

用の実践につながり，情報活用の実践の経験やそ

の反省を通して情報社会に参画する態度が育成さ

れる」４）という，教科「情報」の指導に当たって重

視されてきた３観点のスパイラルな関係について

の考え方も引き継がれる。さらに，現行の学習指

導要領ではこのねらいを実現するために，「情報

A」，「情報B」，「情報C」の３科目を設けるとと

もにいずれか１科目を選択して，すべての生徒に

履修させることとしている。高等学校入学生の活

用経験と興味・関心の多様性を考慮して，現行学

習指導要領は普通教科「情報」の科目を複数設置

し，生徒の実態等に応じて選択的に履修できるよ

うにしている。各学校では，この趣旨を十分に理

解し，学校で特定の科目にしてしまうのではな

く，各科目を開設して生徒が選択できるようにす

ることが望まれている。この考え方も新しい学習

指導要領に引き継がれる。

このような普通教科「情報」全体を貫く統一的

な考え方は維持しつつ，社会の情報化の進展に主

体的に対応できる能力と態度をはぐくむために，

情報教育の目標の３観点をより一層重視し，次の

ような課題意識の下，普通教科「情報」の改善を

図ることとした。

高校生の実態が多様化する一方で，情報及び情

報手段等の活用が社会生活に必要不可欠な基盤と

なっている中，これらの活用を通して高い付加価

値を創造することができる人材の育成が求められ

ている。このことを踏まえ，情報活用の実践力の

確実な定着，情報に関する倫理的態度，安全に配

慮する態度及び規範意識の育成を特に重視した上

で，生徒の能力と適性，興味・関心，進路希望等

に応じて，情報と情報技術に関する科学的な見方

や考え方について，より広く，深く学ぶことを可

能とするよう現行の科目構成を見直し，「社会と

情報」，「情報の科学」の２科目を設け，引き続き

いずれか１科目を選択してすべての生徒に履修さ

せることとする。

その際，留意しなければならないことは，普通

教科「情報」における情報活用の実践力の指導の

在り方である。高等学校段階では，義務教育段階

において身に付けた主体的に情報手段を活用する

力を活かして，普通教科「情報」では情報及び情

報手段等を実践的に使いこなしていく力を確実に

身に付けなければならない。ここに，普通教科

「情報」に対する大きな期待と果たすべき責任の

１つがある。こうした力はこれからの社会を生き

るすべての国民にとって必須の素養であり，これ

からも引き続き普通教科「情報」において身に付

けさせる大切な力である。

なお，新設される２つの科目のねらいは次のと

おりである。「社会と情報」では，情報が現代社

会に及ぼす影響を理解させるとともに，情報機器

等を効果的に活用したコミュニケーション能力や

情報の創造力・発信力等を養うなど，情報化の進

む社会に積極的に参画することができる能力・態

度を育てることに重点を置く。また，「情報の科

学」では，現代社会の基盤を構成している情報に

かかわる知識や技術を科学的な見方・考え方で理

解し，習得させるとともに，情報機器等を活用し

４）高等学校学習指導要領解説情報編 p１９ 図２ これからの普通教科「情報」
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て情報に関する科学的思考力・判断力等を養うな

ど，社会の情報化の進展に主体的に寄与すること

ができる能力・態度を育てることに重点を置く。

現在，各科目ともそのねらいに沿って具体の内

容やその取り扱いについて検討しているところで

ある。

5．専門教科「情報」の方向性

情報技術の著しい進展によって新たな情報産業

が創出されるなど，情報産業の構造の変化がみら

れる。これに伴い情報産業が求める人材も多様

化，細分化，高度化しており，これに対応して，

創造力，考察力，問題解決力，統合力，職業倫理

等を身に付けた人材を育成することが専門教科

「情報」に求められている。この観点から，科目

の新設を含めた再構成，内容の見直しなど，次の

ような改善を図ることとした。

教科の目標については，情報の各分野における

専門的な知識と技術を習得し，職業倫理や情報に

関する広い視野，新たな情報を創造する力等を身

に付けた人材を育成するという趣旨をより一層明

確化する。こうした目標を実現するために科目構

成を見直し，現行の１１科目を次に示す１３科目とす

る（「情報産業と社会」「課題研究」「情報の表現と管

理」「情報と問題解決」「情報テクノロジー」「アルゴ

リズムとプログラム」「ネットワークシステム」「デ

ータベース」「情報システムの開発」「情報デザイ

ン」「情報メディア」「メディアの編集と表現」「情報

コンテンツの開発」）。なお，情報の分野について

はシステムの設計・管理分野とコンテンツの制

作・発信分野としたが，それぞれが目指す人材像

は現行の分野と同様と考えている。

このうち，「情報と問題解決」，「情報テクノロ

ジー」，「データベース」，「情報メディア」の４科

目は，今回新たに設置した科目である。「情報と

問題解決」は，高度情報人材に求められる問題の

発見力・解決力や自立した行動力をはぐくむこと

を，「情報テクノロジー」は高度情報人材に求め

られる情報技術の理論と技術の習得をねらいとし

た科目である。また，「データベース」はシステ

ム設計・管理分野を担う高度情報人材に求められ

るデータベースにかかわる知識と技術の習得を，

「情報メディア」はコンテンツの制作・発信分野

を担う高度情報人材に求められる様々なメディア

の特性の理解と処理技術の習得をねらいとした科

目である。なお，現行の「情報実習」と「モデル

化とシミュレーション」については，各科目の内

容を各専門科目の内容に盛り込んでいくことと

し，整理することとした。現在，各科目の内容や

その取り扱いについては，教科や各科目の目標，

各分野における各科目に位置付け等を踏まえて検

討しているところである。

6．おわりに

学習指導要領の見直しの作業も大詰めを迎えよ

うとしている。私たちは，中央教育審議会答申の

理念や改善の方向性が各学校種ごとの学習指導要

領の内容にどのように担保されていくのかを注視

するとともに，両者を正しく読み込んでいかなけ

ればならない。数百年の風雪に耐える樹木や人々

を魅了する美しい花は，私たちが目にすることは

ないが大地に強固に張り巡らした根を持ってい

る。この根の存在なくして樹木も花も存在し得な

い。私たちは，新学習指導要領は教科「情報」を

樹木や花とするとともに，その強固な根を形作る

ものであるとの認識のもと，日々，教科「情報」

の改善・充実に取り組んでいかなければならな

い。

図３ これからの専門教科「情報」


